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【目的 】

細胞形 態は細 菌分類 の 大きな指標 となるもの で あるが 、

一
方で種 々 の 細 菌にお い て 、 培

養条件や 遺伝子 変異 による形 態変化の 観察が なされ て い る ， 中で 、 細胞壁合成障害や致

死 的な形態変化 に関する知見 は新規抗 生 剤 開発 に向 けて極 めて有用なもの と思 われ 、 そ

の 機構の 解明が待 たれ て い る。 本研究で は 、第 17 回大会 におい て 報告した枯 草菌形態変

化細胞 に つ い て発 現タンパ ク質の 解析 を進 め、形態 変化機構 とそ の 誘導因子 に つ い て考

察を進めたの で 、 そ の 報告を行う。

【方法】

BaCi77us　subti7ilS　168株 を最小合成培 地 に 0．05％酵母 エ キス ならび に 0．02％カザミノ酸を添

加 した C王寒天培 地 上 に植菌し、カバ ーグラス を被せ て 37℃ にて培養 した。培養 後、菌体を

集菌 、 溶菌処 理 後 、 全 菌体タン パ ク質を SDS −PAGE に て分離 し、　LC ／MS ／MS により、 発現タ

ン パ ク質を解析 、 同定した 。 形態変化 細胞 を急速凍 結
一
凍結置換 法による処理 後 、 超薄切

片試料を作成し、 透過型 電顕観察を行 っ た 。

【結果 】

前 出の ECF シ グマ 因子 、
二 成分制御系、分岐鎖 α

一
ケト酸脱水素酵素 に加 え、形態 変化

細胞 におい て 検出されたもの として 、 硝酸呼吸系の タン パ ク質群があっ た 。 Cl 培地 に亜硝

酸塩 、 硝酸塩を添加 して培養を行っ たところ 、 特 に硝 酸塩添加 で 形態変化 が抑制され た。

電顕観察で は形態変化を起こした野生株は 、 形態変化 が抑制されたシ グマ Y 遺伝子 破壊

株 に比 べ て細胞壁 が薄か っ た 。 また 、 細胞 質中に何 らか の 物質の 蓄積と思わ れる搆 造物が

発達して い る細胞や、数層の 膜構 造が存在するような細胞も観察 され た 。

【考察】

　枯 草菌の 形態変化 は 、 カバ ーグラス 下とい う環境下 、 最小培地 に微 量の 栄養素を添加 し

た培地 の み にお い て 見 られ 、 最小 培地 や リッチ培 地 で は観察されなか っ た事か ら低酸 素分

圧 条件 、 特異な栄養環 塊にお い て 起こる事象だと考えられた 。 通気条件や硝酸塩 の 添加 に

お い て、形態変化 は抑制され る事か ら電子 受容体の 欠 乏 が
一

つ の 要因で あると思われる。

また 、
二 成分制御系ならび に ECF シグ マ 因子遺伝 子破壊 により形態変化が抑制 されること

か ら、 何 らか の 環 境認 識 系とともに 、 特 異な条件下で の 環境応答 を担う遺伝子 群 の 発 現制

御 系が関与してい るもの と考え られる。 分岐鎖アミノ酸代 謝 、 脂肪 酸 合成 に関わる酵素破壊

により形態変化が抑制され る事 、 ならび に切片像にお い て観察された細胞質像より、 形態変

化細胞では何 らか の 代謝異常が起こ っ て い る可能性が示 唆された 。 現在、シグ マ Y 遺伝子

オ ペ ロ ン ならび に分岐鎖 α
一ケト酸脱水 素酵 素遺伝 子オ ペ ロ ン に っ い て詳細な解析を進 め

てい る 。
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